
道路ストックを活用したドクターヘリ運航支援 
・冬期間の利用可能な道路付属施設を利活用し、ドクターヘリと救急車がドッキングする
箇所をランデブーポイントとして登録 

・平成23年度は道北に18箇所、平成24年度は新たに冬期利用可能なランデブーポイント
を36箇所追加 

・公共施設による利便性向上、ランデブーポイントの選択肢増加、高次医療施設への  
救急搬送時間を大幅に短縮 

④医療貢献 北海道 既存ストックを活用したドクターヘリランデブーポイントの追加 平成２４年度 

▼ランデブーポイント追加状況 

芦別除雪ステーション 

▼利用実績 

基地病院（旭川） 
▲芦別除雪ステーションを利用したドッキング 

市立芦別病院から中央労災病院まで 
陸路での搬送と比べ、約37分短縮 
（陸路：約69分、ＲＰ経由ドクターヘリ：約32分） 

陸路搬送の場合、
搬送時間は約69分 

市立芦別病院 

中央労災病院せき損
センター 

※救急車速度：H22センサス 

至滝川 

《美唄》 

除雪されているため、 
常時利用可能 

 市立芦別病院に入院していた患者の容態が
急変したため、ドクターヘリを要請。 
 直近の芦別除雪ステーションをランデブー 
ポイントとし、専門医のいる、かつ受け入れ 
体制が確保された中央労災病院へ搬送した。 

▼ランデブーポイントの選定基準 

中央労災病院（美唄） 


